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C O N T E N T S ●もくじ

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

● 住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。元
旦
に
は
多
少
雪
が
降
り
ま
し

た
が
、皆
様
方
に
は
穏
や
か
な
中
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

〝
１
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
〞と
い
う
こ
と

で
、皆
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ
今
年
１
年
の
目

標
や
計
画
な
ど
を
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、病
院
は
金
沢
医
科
大
学
が

指
定
管
理
者
に
な
っ
て
今
年
で
８
年
目
を

迎
え
ま
す
。管
理
運
営
を
担
当
す
る
よ
う
に

な
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
７
年
間
が
経
過

し
ま
し
た
。医
療
の
現
場
で
は
昨
年
４
月
か

ら
消
費
税
が
８
％
に
ア
ッ
プ
し
、さ
ら
に
厚

労
省
の
政
策
で
急
性
期
病
床
の
大
幅
削
減

を
目
的
に
健
康
保
険
制
度
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
病
院
の
経
営
環
境
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
の
病
院
の
主
な
行
事
を
振
り
返

り
ま
す
と
、髙
島
前
病
院
長（
現
、氷

見
市
民
病
院
最
高
経
営
責
任
者
）が
３
月
に

第
61
回
富
山
新
聞
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た

こ
と
、私
が
４
月
か
ら
新
病
院
長
に
就
任
し

た
こ
と
、昨
年
９
月
に（
財
）日
本
病
院
機
能

評
価
機
構
の
審
査
を
受
け
、12
月
に
当
院
の

診
療
機
能
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
と
評

価
さ
れ「
認
定
」さ
れ
た
こ
と
、「
第
２
回
健

康
づ
く
り
教
室
」、「
第
３
回
夏
休
み
親
子
ふ

れ
あ
い
医
療
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
第
７
回

地
域
医
療
懇
談
会
」、地
域
の
中
学
生
を
対

象
に
し
た
職
場
体
験
で
あ
る「
14
歳
の
挑

戦
」、日
米
友
好
の
木
で
あ
る「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

植
樹
式
な
ど
多
く
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

成
27
年
を
迎
え
て
、今
後
の
病
院
の

診
療
姿
勢
と
し
て
は
、病
院
ス
タ
ッ

フ
が
一
丸
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
に
優
し
い

気
配
り
の
出
来
る
病
院
づ
く
り
に
励
む
こ

と
が
基
本
で
す
が
、な
ん
と
言
っ
て
も「
患

者
さ
ん
の
権
利
を
考
慮
し
た
患
者
さ
ん
中

心
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
」、「
安
全
で
安

心
な
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と
」、「
地
域
医
療
の
中
心
と
な

る
こ
と
」、「
人
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
全
人

的
医
療
の
提
供
に
心
が
け
る
こ
と
」、「
職
員

同
士
も
お
互
い
に
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
病
院
」な
ど

が
私
の
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
病
院
像

で
あ
り
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ま
す
ま
す
充
実

し
た
医
療
を
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
、病
院
の
中
期
事
業
計
画
と
し

て
、ま
ず「
が
ん
セ
ン
タ
ー
」建
設
計
画
が
あ

り
ま
す
。新
規
に
建
物
を
増
築
し
、Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ
の
導
入
や
、併
せ
て
、が
ん
治
療
の

設
備
を
備
え
た
放
射
線
診
断
・
治
療
施
設

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
の
春
に
は
、北
陸
新
幹
線
の
開
業

や
能
越
自
動
車
道
路
の
氷
見
〜
七

尾
市
間
が
開
通
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
能

登
方
面
か
ら
当
院
に
訪
れ
る
患
者
が
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、今
後
は
氷
見
市
は

も
と
よ
り
能
登
各
地
域
の
医
療
機
関
や
医

師
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密
に
し
た
診

療
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。病
院
が
選
ば
れ
る
時
代
が

来
て
お
り
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し

て
、地
域
に
貢
献
で
き
る
病
院
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
今
年
１
年

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明昨

今

平

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

髙
島 
茂
樹

病
院
長

齋
藤 

人
志

01かけはし 氷見  2015・冬号Vol.22



　

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
は
、
平
成

26
年
９
月
に
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
に
よ
り
行
わ
れ
た
審
査
に
よ
っ
て

同
機
構
が
定
め
る
認
定
基
準
を
達
成
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ま

し
た
。

　

当
院
で
は
、
約
２
年
前
の
平
成
24
年
10
月

の
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
を
皮
切
り
に
、
病
院
機

能
評
価
受
審
の
体
制
を
整
え
、
そ
の
後
、
委

員
会
を
立
上
げ
、
長
期
間
に
渡
り
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
業
務
改
善
・
受
審
に
向
け
た
準

備
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

評
価
機
構
の
定
め
る
評
価
項
目
は
第
１
か

ら
第
４
領
域
ま
で
「
患
者
さ
ん
の
意
思
を
尊

重
し
た
医
療
」「
地
域
と
の
連
携
」「
医
療
の
質

と
安
全
の
確
保
・
感
染
制
御
に
向
け
た
取
り

組
み
」「
質
改
善
の
取
り
組
み
」「
療
養
環
境
の

整
備
と
利
便
性
」「
チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
診

療
・
ケ
ア
の
実
践
」「
良
質
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
の
各
部
門
の
機
能
」「
組
織
運
営（
管

理
・
労
務
・
教
育
・
経
理
・
施
設
設
備
・
危
機
管

理
）」
な
ど
広
範
囲
に
亘
り
ま
す
。

　

審
査
は
、
事
前
提
出
し
た
書
類
審
査
と
、

訪
問
審
査
の
２
段
階
調
査
で
行
わ
れ
、
訪
問

審
査
当
日
は
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー（
評
価
調
査
者
）

６
名
が
来
院
さ
れ
、
ま
ず
始
め
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
類
、
諸
記
録
な
ど
の
書
類
確
認
、
病
院
長

を
始
め
と
す
る
役
職
者
に
対
す
る
面
接
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
各
病
棟
で
患
者
さ
ん

の
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス（
外
来
〜
入
院
〜
退
院
に

お
け
る
経
過
）の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
二
日
目
は
、
各
部
門
な
ど
医
療
現
場
を

直
接
訪
れ
、
診
療
運
用
に
関
す
る
様
々
な
現

場
確
認
に
基
づ
く
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
一
定
の
水
準
を
満
た
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
「
認
定
病
院
」
と
な
り
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
地
域
に
根
差
し
、
安
心
、

安
全
、
信
頼
と
納
得
の
得
ら
れ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
常
日
頃
努
力
し
て
い

る
病
院
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
良
い
病
院
づ
く
り
を
目
指
し

病
院
運
営
の
基
本
方
針
に
定
め
る
「
患
者
さ

ん
中
心
の
病
院
運
営
」
や
、「
安
全
で
信
頼

さ
れ
る
医
療
の
提
供
」
を
実
践
す
る
た
め
、

職
員
一
丸
と
な
り
更
な
る
医
療
の
質
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
病
院
機
能
評
価
と
は
】

病
院
機
能
評
価
は
、
第
三
者（
公
益
財
団
法

人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
）が
中
立
・
公
平

な
立
場
か
ら
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
適
切
な

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
病
院
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
審
査
す
る

も
の
で
、
全
国
の
約
３
割
の
病
院
が
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

認
定
期
間 

： 

２
０
１
４
年
12
月
５
日
〜

　
　
　

 　

   

２
０
１
９
年
12
月
４
日（
５
年
間
）

認
定
番
号 

： 

認
定
第
Ｊ
Ｃ
１
９
９
４
号

主
た
る
機
能 

： 

一
般
病
院
２

機
能
種
別
版
評
価
項
目3rdG

:Ver.1.0

〜
認
定
病
院
は
、
よ
り
良
い
病
院
作
り
を
目
指
し
て
成
長
し
続
け
る
病
院
で
す
〜

　
　
　
　
　

 「
病
院
機
能
評
価
認
定
病
院
」 

と
な
り
ま
し
た

審査風景

講評風景

齋藤病院長と福田機能評価委員長

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
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平
成
26
年
12
月
25
日（
木
）、
当
院
の
６
階

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
北
里
大
学
・
大

学
院
感
染
制
御
科
学
府
感
染
症
学
研
究
室 

髙
橋
孝
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
話
題
の
感

染
症
と
感
染
対
策
〜
エ
ボ
ラ
出
血
熱
・
デ
ン

グ
熱
な
ど
」
と
題
し
、
院
内
感
染
対
策
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
デ
ン
グ
熱
は
、
日
本
で
は

医
療
従
事
者
で
も
な
じ
み
の
薄
い
感
染
症
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対
す
る
知
識
を

氷
見
市
地
域
全
体
で
共
有
す
る
た
め
、
当
院

職
員
を
は
じ
め
、
高
岡
厚
生
セ
ン
タ
ー
氷
見

支
所
、
氷
見
市
消
防
署
、
中
村
記
念
病
院
か

ら
も
参
加
が
あ
り
計
160
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
報
道

さ
れ
て
お
り
、
法
律
で
届
け
出
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
感
染
症
法
の
一
類
感
染
症
で

す
。
第
１
例
目
の
症
例（
１
９
７
６
年
）の
出

身
地
付
近
に
エ
ボ
ラ
川
が
流
れ
る
こ
と
か

ら
、
病
原
体
を
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
疾
患
を

エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
の
流
行
地
域
は
西
ア
フ
リ
カ
３

か
国（
ギ
ニ
ア
、リ
ベ
リ
ア
、シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
）

が
主
で
す
。
出
血
熱
と
い
う
名
前
か
ら
症
状

は
吐
血
・
下
血
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
初
期

症
状
は
発
熱
、
倦
怠
感
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど

で
、
重
症
化
す
る
と
粘
膜
出
血
、
歯
肉
出
血
、

吐
血
、
下
血
な
ど
の
出
血
症
状
が
出
現
し
ま

す
。
潜
伏
期
間
は
通
常
７
〜
10
日
程
度
。
感

染
経
路
は
①
エ

ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
動

物
・
ヒ
ト
の
体

液
に
傷
口
や
粘

膜
が
接
触
し
て

ウ
イ
ル
ス
が
侵

入
す
る
、
②
症

状
が
出
て
い
る

患
者
の
体
液

（
血
液
・
分
泌

物
・
吐
物
・
排

泄
物
な
ど
）

や
、
体
液
に

汚
染
さ
れ
た

物
質（
シ
ー

ツ
・
衣
類
・
医

療
器
具
、
患

者
が
使
用
し

た
生
活
用
品
な
ど
）に
傷
口
や
粘
膜
が
触
れ

て
感
染
す
る
な
ど
の
「
接
触
感
染
」
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
接
触
感
染
」
を
防

止
す
る
た
め
、
手
袋
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、

ガ
ウ
ン
な
ど
を
着
用
し
ケ
ア
を
行
い
、
正
し

い
脱
ぎ
方
で
医
療
者
に
汚
染
が
つ
か
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
に
デ
ン
グ
熱
で
す
が
感
染
症
法
の
四
類

感
染
症
で
す
。
日
本
国
内
で
は
今
年
、
代
々

木
公
園
で
160
人
余
り
の
人
々
が
蚊
に
刺
さ
れ

発
症
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
蚊
の
種
類

は
ネ
ッ
タ
イ
シ
マ
カ
や
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ

で
、
刺
さ
れ
て
感
染
し
て
も
症
状
が
出
現
す

る
の
は
２
〜
５
割
で
す
。
症
状
は
突
然
の
発

熱（
38
℃
以
上
）、
急
激
な
血
小
板
減
少
で
、

随
伴
症
状
と
し
て
発
疹
、
悪
心
嘔
吐
、
骨
関

節
痛
・
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
白
血
球
減
少
な
ど

が
現
れ
ま
す
。
治
療
に
は
特
効
薬
は
な
く
、

輸
液
な
ど
の
対
処
療
法
と
な
り
ま
す
。
予
防

対
策
は
「
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
こ
と
」。
公
園

な
ど
に
行
く
時
は
虫
よ
け
対
策
を
行
い
、
刺

さ
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
デ
ン

グ
熱
は
患
者
の
血
を
吸
っ
た
蚊
が
ほ
か
の
人

を
刺
し
て
伝
播
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
病
室

へ
の
蚊
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
特
定
年
齢
の
高
齢
者

を
対
象
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と
で
肺
炎
の
発
生
の
低

下
や
重
症
化
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
た
こ
と
も
な
い
感
染
症
で
多
く
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
講
演
会
で
知
識
を

深
め
る
こ
と
と
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
理
解

し
、
い
つ
こ
の
よ
う
な
症
状
や
渡
航
歴
の
あ

る
患
者
が
来
院
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

対
策
を
立
て
る
に
当
た
り
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
講
演
会
で
し
た
。

◇ エボラ出血熱 ◇

　西アフリカ３か国（ギ
ニア、リベリア、シエ
ラレオネ）に渡航歴が
あり、発熱がある場合
は、最寄りの厚生セン
ター（保健所）に連絡
しましょう。

平
成
26
年
度 

第
３
回
院
内
感
染
対
策
講
習
会

〜
話
題
の
感
染
症
と
感
染
対
策　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
・
デ
ン
グ
熱
な
ど
〜

エ
ボ
ラ
出
血
熱
・
デ
ン
グ
熱

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
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金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

　

平
成
26
年
９
月
20
日（
土
）、
耳
鼻
咽
喉
科

診
療
科
長
・
准
教
授 

松
野
栄
雄
先
生
が
「
の

ど
に
異
常
を
感
じ
た
ら
〜
咽
頭
・
喉
頭
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
て
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
咽
頭
が
ん
、
喉
頭
が
ん
の

症
例
か
ら
治
療
方
法
の
実
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
初
心
者
向
け
か
ら
専
門
的
な
内
容
ま
で

幅
広
く
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は「
最
近
咳
が
止
ま
ら
な
い
の
で
心
配
で
す
」

「
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
て
困
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
身
近
な
質
問
が
あ
り
、
先
生
か
ら
補
聴

器
や
咳
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）、
循
環
器
内
科

診
療
科
長
・
教
授 

福
田
昭
宏
先
生
が
「
あ
な

た
の
心
臓
、
大
丈
夫
で
す
か
〜
迫
り
く
る
心

臓
発
作
の
予
防
と
治
療
〜
」
と
題
し
て
講
義

を
行
い
ま
し
た
。「
心
臓
の
し
く
み
」「
病
気

の
成
り
立
ち
・
治
療
方
法
」
に
つ
い
て
概
要

説
明
を
行
っ
た
後
、
病
気
の
予
防
に
つ
い
て

重
点
的
に
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
氷

見
ぶ
り
の
刺
身
」
の
味
を
例
に
挙
げ
、
塩
分

摂
取
量
を
特
に
注
意
す
る
よ
う
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
15
日（
土
）、
病
院
長
・
一

般
消
化
器
外
科
教
授 

齋
藤
人
志
先
生
が
「
意

外
と
知
ら
な
い
胆
石
の
は
な
し
〜
胆
石
の
最

新
治
療
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
、「
胆
石
が

な
ぜ
で
き
る
の
か
」「
胆
石
の
症
状
や
合
併

症
、
最
新
の
治
療
法
」
な
ど
解
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
や
、
食
生
活

に
つ
い
て
自
己
管
理
が
必
要
な
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
修
了
式
が
行
わ
れ
、
齋
藤
病
院
長

か
ら
「
皆
さ
ん
が
病
気
の
事
や
予
防
に
つ
い

て
の
知
識
を
高
め
る
こ
と
で
健
康
維
持
へ
の

意
識
付
け
が
図
ら
れ
、
健
康
寿
命
が
延
び
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
高
齢
化
社
会
で
よ

り
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

●延受講者総数 585名

●終了証授与者 82名
　（６回中４回以上受講された方）

●１回平均受講者数 97.5名
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石
神
先
生
の

 
診
察
室
か
ら

高
齢
医
学
科　

診
療
科
長 

 

▼

診
療
科
は
診
療
科
長 
石
神
慶
一
郎

医
師
と
助
教 

東
川
俊
寛
医
師
の
２

名
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
医
学
科
の
診
療
は
、
多
く
の
疾
患
を

抱
え
て
い
る
高
齢
者
の
特
徴
を
十
分
に
配
慮

し
な
が
ら
患
者
さ
ん
を
総
合
的
に
診
察
す
る

科
で
す
。
高
齢
者
は
症
状
も
ひ
と
り
ひ
と
り

異
な
り
、
身
体
機
能
も
一
般
成
人
と
比
べ
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
物
忘

れ
を
含
む
認
知
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

脂
質
代
謝
異
常
、
骨
粗
鬆
症
が
多
く
、
さ
ら

に
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
慢
性
的
な
肝
疾

患
、
腎
疾
患
を
伴
っ
て
い
る
場

合
や
、
身
体
的
、
精
神
機
能
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。当
診
療
科
で
は
、

高
齢
者
に
よ
く
み
ら
れ
る
疾
患

に
幅
広
く
対
応
す
る
た
め
に
、

必
要
に
応
じ
他
の
診
療
科
と
も

連
携
し
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
家
族
や
地
域

の
医
療
機
関
の
先
生
方
、
介
護

施
設
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

方
々
な
ど
多
く
の
人
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
高
齢
者
ラ
イ
フ

は
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
介
護
の
現
状
と
し
て

は
、
老
老
介
護
や
独
居
住
ま
い

が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
や
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
参
加
な
ど
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
方
に
は
ま
だ
ま
だ
実
感
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
よ
る
精
神
・
身
体

機
能
の
低
下
は
誰
も
が
避
け
て
は
通
れ
な
い

た
め
、
よ
り
良
い
高
齢
化
ラ
イ
フ
を
送
る
た

め
に
生
活
習
慣
病
な
ど
含
め
て
自
分
自
身
の

健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
代
謝
異
常

な
ど
は
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
次
の
項

目
に
注
意
し
、
規
則
正
し
い
健
康
的
な
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

＊  

認
知
症
の
予
防

　
（
認
知
症
の
予
防
と
生
活
指
導
か
ら
抜
粋
）

　

①  

運
動
…  

天
気
の
良
い
日
は
30
分
間
歩
き

ま
し
ょ
う（
自
分
に
合
っ
た
適

切
な
運
動
量
が
望
ま
し
い
）

　

②  

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
っ
か
り

と
食
べ
る

　

③
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

④
毎
日
楽
し
い
会
話
を
す
る

⑤
年
に
一
度
「
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る

　

高
齢
に
な
り
、
好
き
だ
っ
た
こ
と
や
趣
味
を

し
な
く
な
る
と
認
知
症
要
注
意
で
す
。
物
忘
れ

も
サ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
、
気
に
な
る
症

状
が
あ
る
方
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

石
神　

慶
一
郎

KEIICHIRO
ISHIGAMI

石 神 慶 一 郎 ★ 略 歴

【略歴】
◎ 平成  6 年　金沢医科大学卒業
◎ 平成 11 年　金沢医科大学高齢医学科入局
◎ 平成 12 年　恵寿鶴ヶ丘病院内科
◎ 平成 19 年　加賀温泉病院内科
◎ 平成 20 年　金沢医科大学氷見市民病院高齢医学科
◎ 平成 20 年　金沢医科大学大学院　高齢医学科専攻
◎ 平成 24 年　金沢医科大学院修了　医学博士
【所属学会】
◎老年病学会　　　　◎高血圧学会
◎内科学会　　　　　◎循環器学会

当
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診
療
コ
ラ
ム

通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
紹
介

　

当
院
で
は
、
在
宅
障
害
者
の
方
を
対
象

に
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
な
ど
を
行
う
「
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
宅
療
養
中
の
方

で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
を

対
象
に
、
そ
の
方
に
あ
っ
た
個
別
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
利
用
者
で
行
う
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、生
活
機
能
の
維
持
、

改
善
を
図
り
、
少
し
で
も
充
実
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
ご
家
族
の
方
々
に
は
介

護
か
ら
離
れ
、
家
事
、
通
院
、
休
養
な
ど

を
し
て
頂
く
時
間
を
提
供
し
ま
す
。

●
個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
が
そ
の
方

に
あ
っ
た
運
動
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
だ
上
で
、
適
切
に
指
導
し
ま
す
。
同

時
に
、
家
庭
で
の
生
活
指
導
や
家
屋
改
修

の
相
談
、
介
護
者
へ
の
介
助
方
法
の
指
導

な
ど
行
い
、
利
用
者
本
人
の
意
欲
を
高
め
、

自
立
度
の
向
上
・
介
助
量
の
軽
減
を
目
指

し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
方
で
要
介
護
状
態
の
方
。

特
に
、
外
出
に
介
助
を
要
し
た
り
、
日
常

生
活
に
何
ら
か
の
介
助
が
必
要
な
方
や
、

認
知
症
で
あ
っ
た
り
、
日
中
ベ
ッ
ド
上
で

の
生
活
が
多
い
方
。

●
利
用
時
間

　

月
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
利
用
料
金

　

介
護
保
険
が
適
用
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
医

師
の
指
示
の
も
と
に
、
心
身
機
能
の
低
下

や
体
力
が
低
下
さ
れ
た
利
用
者
さ
ん
が
、

自
宅
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
専
従
の
理
学
療
法
士
や
作
業
療

法
士
が
利
用
者
さ
ん
の
自
宅
へ
訪
問
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
現
在
は
理
学
療
法
士
２
名
・

作
業
療
法
士
１
名
の
合
計
３
名
で
、
氷
見

市
内
全
域
と
高
岡
市
の
一
部
の
利
用
者
様

の
自
宅
に
訪
問
し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
色
と
し
て
は
、病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
使
用
し
て
い
る
器
具
な
ど
は
自

宅
で
は
使
え
ま
せ
ん
が
、
機
能
訓
練
に
加

え
、
自
宅
環
境
を
利
用
し
た
更
衣
や
排
泄

な
ど
の
日
常
生
活
動
作
の
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
趣
味
活
動
や
家

事
動
作
な
ど
の
役
割
活
動
の
援
助
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
対
す

る
介
助
方
法
の
提
案
や
住
宅
改
修
・
福
祉

用
具
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
利
用
者

さ
ん
の
身
体
能
力
に
応
じ
た
運
動
指
導
な

ど
も
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。
時
に
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
他
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
協
力
し
自
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
利
用
者
さ
ん
・

家
族
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
『
自
宅
で
暮
ら
せ
る
喜
び
』
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

「
自
宅
で
暮
ら
せ
る
喜
び
」を
サ
ポ
ー
ト
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　 病院★ニュース　

病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

掲
示
板

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
感
染
性
胃
腸
炎

の
流
行
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。発
熱
な

ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
い
受
診
す
る

際
は
受
付
で
熱
が
あ
る
こ
と
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

感
染
予
防
や
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、で
き
る
だ
け
人
ご
み
は
避
け
、外
出

後
の「
手
洗
い
・
う
が
い
」を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。「
せ
き
」な
ど
の
症
状
の
あ
る

方
は
、周
り
の
方
へ
う
つ
さ
な
い
た
め

に
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い（
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
）。

　

症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理
を
せ
ず
、

休
養
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、入
院
患
者
へ

の
面
会
も
症
状
が
あ
れ
ば
な
る
べ
く
控

え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、マ
ス
ク
の
自
動
販
売
機

を
院
内
に
３
台
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

場
所
は
、正
面
玄
関
・
救
急
外
来
入
口

横
・
２
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
降
り
口
で

す
。マ
ス
ク
２
枚
入
100
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
の
で
、感
染
予
防
の
た
め
に

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

感
染
性
胃
腸
炎
に
注
意

〜
マ
ス
ク
の
自
動
販
売
機

 

設
置
場
所
〜
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　H o s p i t a l ★ N e w s  

平
成
26
年
度

 

原
子
力
防
災
講
習
会

　

平
成
26
年
10
月
６
日（
月
）・
27
日（
月
）・

29
日（
水
）に
平
成
26
年
度 

原
子
力
防
災
講

習
会
が
富
山
県
の
主
催
に
よ
り
、
原
子
力
安

全
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数
名
が
講
師
を
務

め
、
当
院
６
階
多
目
的
ホ
ー
ル
を
主
会
場
と

し
て
、
当
院
職
員
並
び
に
富
山
県
内
の
公
的

病
院
関
係
者
等
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
初
期
被
ば
く
医
療
機
関

で
あ
る
当
院
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
が
役
割

等
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
出
来

る
限
り
多
く
の
職
員
が
受
講
出
来
る
よ
う
同

じ
内
容
の
講
習
を
３
回
に
渡
り
延
べ
440
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
に
受
講
者
か
ら
は
、「
体

験
す
る
こ
と
で
原
子
力
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
っ
た
」、「
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

の
対
処
の
仕
方
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
３
回
の
講
習
会

で
当
院
の
職
員
の
約
９
割
が
受
講
し
た
こ
と

に
よ
り
、
原
発
が
身
近
で
か
か
わ
り
の
大
き

さ
が
再
認
識
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

第
６
回

  

広
げ
よ
う
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
の
輪

 

in
ひ
み

　

平
成
26
年
11
月
２
日（
日
）午
後
１
時
30
分

か
ら
６
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
広
げ

よ
う
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
の
輪
in
氷
見
」
と
題

し
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が

定
め
た
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す
。
当
日

は
世
界
各
地
で
糖
尿
病
に
関
す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
、
増
え
続
け
る
糖
尿
病
に
関
し

て
一
般
市
民
に
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

講
演
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
当
院
の
内
分
泌
・
代
謝
科
と
糖
尿
病
委

員
会
が
中
心
と
な
り
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
は
氷
見
市
医
師
会
と
共
同
で

開
催
し
、
約
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
講
師
に
昭
和
大
学
藤
が
丘
病
院 

客
員
教
授
、
食
事
療
法
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

理
事
の
出い

で

浦う
ら

照て
る

國く
に

氏
を
お
迎
え
し
、「
糖
尿

病
か
ら
腎
臓
を
守
る
た
め
の
食
事
療
法
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
浦
先
生

は
腎
臓
病
の
専
門
医
で

あ
り
、
特
に
食
事
療
法
の

重
要
性
を
中
心
と
し
た

講
演
や
講
座
を
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、「
生
活
習

慣
病
は
、
患
者
自
身
が
き

ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
れ
ば
予
防
で
き
る
病

気
」
で
あ
り
、
患
者
自
身

も
医
者
に
頼
り
き
り
に

な
ら
ず
に
「
自
分
で
勉
強

す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
も
、
患
者
と
医
師
が
協
同
で
治
療
、
予

防
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
看
護
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康

相
談
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
食
、
低
た

ん
ぱ
く
食
品
等
の
レ
シ
ピ
紹
介
や
試
食
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

平
成
26
年
12
月
20
日（
土
）１
階
外
来
待
合

室
に
お
い
て
、
り
ん
ご
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
メ
ン

バ
ー
（
20
歳
代
看
護
師
が
組
織
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
）が
企
画
、
運
営
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
「
氷
見
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
吹
奏
楽
団
」
の
団

員
12
名
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

な
ど
で
息
の
合
っ
た
演
奏
を
し
、
入
院
患
者

や
そ
の
家
族
の
方
な
ど
約
80
名
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
く
る
」
や
「
星
に
願
い
を
」
な
ど
６
曲
を

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
、

り
ん
ご
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
13
名
が

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
参
加
さ
れ
て
い

た
患
者
さ
ん
も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
入
院
中
で
も
、
こ

の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
り
ん
ご
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
も

患
者
さ
ん
の
心
身
を
癒
し
、
早
く
元
気
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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病院運営の基本方針

患者さんの権利

患者さんへのお願い

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 安全で良質な医療を公平にうけること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　 頂くため、セカンドオピニオンを受け
　 ることができます。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
　
広
報
誌
か
け
は
し
  氷
見
  2
0
1
5
年
冬
号
 V
ol.2
2

氷
見
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

 
吹
奏
楽
団

　

氷
見
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
吹
奏
楽
バ
ン
ド
で
す
。
始
ま
り

は
氷
見
高
校
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
楽
器
が
好
き
な
方
々
が
仕
事

や
育
児
の
合
間
に
練
習
を
重
ね
、

施
設
や
病
院
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で

も
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

で
演
奏
し
て
も
ら
い
、
入
院
患
者

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
楽
団
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏

は
聞
く
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
の
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　暦の上では立春ですが、まだまだ寒さは厳しく春の陽気が大変待ち遠しく感じられます。

　さて、2015 年は待望の北陸新幹線が開業します。もう待ちきれない！という方もたくさんおら

れるのではないでしょうか？

　ところで、昨年 10 月に富山湾が「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟したことをご存じですか？

国内では松島湾（日本三景の一つ）に続き 2か所目で、日本海側では初めてとなります。この時季

の富山湾越しに広がる立山連峰の大パノラマは、私達の心を魅了してやみません。北陸新幹線の

開業で、このすばらしい景色を全国の方々にも届けられたらと思います。

　今年も広報委員会では、広報誌「かけはし」を通して皆様に様々な情報をお届けしたいと考え

ております。本年もどうぞよろしくお願い致します。

かけはし冬号編集委員　渡辺　恵美

　十二町潟水郷公園は「オオオニバス」で有名ですが、冬は越冬のため飛来するオオハクチョウとコ
ハクチョウが羽を休める地として、写真家から人気の場です。今年もたくさんのハクチョウが飛来し、
雪の降る静かな朝、湖面で優雅にたたずんでいます。

 スポンサー
企業 

●（有）アカシア商会●サカヰ産業株式会社●たんぽぽ薬局 氷見店●株式会社
つばめ交通タクシー●ニッショク株式会社●日本海綿業株式会社●株式会社
ビー・エム・エル●氷見伏木信用金庫●ファーマライズ株式会社●北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社●北陸綜合警備保障株式会社 高岡支社●株式会社山下設
計●米沢電気工事株式会社●菱機工業株式会社●株式会社ワールドシンコー

エコロジー ガーデンecology garden

サンスベリア
（ウコギ科　フカノキ属）

　サンスベリアはリュウゼツラン科 (リュウケツジュ科 )
サンスベリア属で、常緑多年性多肉植物です。原産地はア
フリカ、南アジアの乾燥地帯で別名はサンセベリア、チト
セラン (千歳蘭 )、トラノオ (虎の尾 )と言われることもあ
ります。とがった丈夫で強い葉からはマイナスイオンを大
量に発生させ、空気清浄器の役割をするためオフィスやリ
ビングに良く飾られています。また、玄関に置くと邪気を
家に入れない力があると言われ、悲しいことがあった時や
イライラした時に両手で葉を撫でると心にたまったネガ
ティブな感情までもが浄化され、ゆったりと安らいだ気持
ちになれるそうです。皆さんも悲しい時はサンスベリアの
葉を撫でて、不滅の元気を取り戻してください。

花 言 葉 永久・不滅・達成
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